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研 修 先：①宮城県仙台市 
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期   日：令和７年１１月１７日（月）～１９日（水） 

研修テーマ：①仙台空港アクセス線について 

      ②東日本大震災（当時の状況・避難体制等）について      

③「Ｍｙ Ｒｉｄｅのるる」について 

 

 

研修報告 意見・感想 
 

（１） 仙台空港アクセス線について 

仙台空港鉄道は、仙台国際空港を東北の空の玄関口、拠点空港と位置づけ、JR 仙

台駅への定時性・速達性の確保、広域的集客性の確保、臨空都市整備に伴う公共交

通の確保を図るため、平成１４年工事着工、平成１９年に開業しました。 

空港鉄道は東北本線の名取駅から仙台空港間には、「杜せきのした駅」「美田園駅」

を整備し、杜せきのした駅周辺には、県の教育施設や大型ショッピングモール、美

田園駅周辺には、商業施設を誘致し、併せて、両駅周辺には土地区画整理事業も県

と名取市主導のもと鉄道事業と並行して進めてきました。 

中間駅周辺の土地区画整理事業を行ったことで、周辺に住宅が多く建設されたこと

により、駅の利用者の増加につながり、空港利用者以外の鉄道利用者も増加してい

ます。また、名取市が運行するデマンド交通「なとりんくる」は名取駅や仙台空港

駅、両中間駅も乗降可能で、地域交通もしっかりと確立していました。 

今回の研修では、肥後大津駅や本町が目指す空港アクセス鉄道の中間駅周辺の利便

性の向上には、地域交通の更なる充実が必須であると感じました。さらには、地元

商工業者などと連携した各駅を中心の活性化も必要であり、多角的な視点で事業を

進めなければならないと思いました。 

 

（２）福島県双葉町 東日本大震災について 

福島県双葉町は原発事故により１１年以上も全町避難を余儀なくされ、現在も町

内の８５％が帰還困難区域で、町内に居住される方は２００人余りで、商工業者も

商工会の登録者数が３７事業所と、震災前の２１％ほどであり、農業においても営

農を再開した面積も震災前の約 0.6％の４ha しか再開されていない状況でした。 

現在も、いわき市をはじめとする日本中に多くの方が避難しており、さまざまな課

題に対応した復興計画を策定し、２０２０年代をかけて帰還を希望する住民に向

け、避難指示解除を進めています。 



復興を進める双葉町は被災した役場庁舎も再建し、近くにはスーパーも開業してい

ました。また、２０２８年度には町内に町立学校を再建し、開校を目指していると

のことでした。 

これまでテレビや新聞の報道などでしか情報を得ることができませんでしたが、実

際に目の当たりにし、生の声をきくことで、新たな学びを得ることができました。

また、本町では津波の被害も原発事故も関係は低いと考えられますが、今後起こり

うる様々な災害について、日ごろからの備えが必要であると痛感しました。 

 

（３）茨城県高萩市 地域交通 Ｍｙ Ｒｉｄｅ のるる について 

高萩市は、これまでの市内公共交通の課題である、朝夕の利用は多いが日中利用者

は少ない（空バス運行の頻発）、高齢者による自動車事故の増加、免許返納による

公共交通の重要性を背景に、将来を見据えた新たな仕組みとして、呼出型最適経路

バス「Ｍｙ Ｒｉｄｅ のるる」を導入しました。 

「のるる」とは、スマホアプリを導入することで、予約やバス情報をリアルタイム

で確認することができます。スマホがない方へは電話での予約にも対応しており、

多くの方が利用できる環境が整備されていました。また、予約に応じた運行をする

ことによる利便性の向上、フレキシブルな順路設定による効率的な運行、仮想バス

停導入により市内２３７箇所で乗降場を設置しており、地域課題の緩和に大きく貢

献していました。 

現在は民間バス会社が４台で運行しており、実際に乗車した際にも、市内を運行す

る他の「のるる」が乗客を乗せ運行しており、利用は多いとの印象を受けました。 

高齢者や通学で利用する学生には補助がおこなわれており、６５歳以上の方に運賃

の半額、市内在住の学生には２割を助成しており、利用促進に向けたサービスも充

実していました。 

本町では乗り合いタクシーとまちなか巡回バスはありますが、公共交通空白地域も

多くあるのが現状です。更には、まちなかバスについては定時制の運行や乗降場所

の不便性もあり利用者が一定の方だけになっているような現状です。高萩市の「の

るる」のような取り組みを導入することで、よりよい公共交通の確立が可能になる

ということは明白であると感じました。 

今回の研修では、公共交通と震災について学んできましたが、本当に多くの学びを

得ることができました。これからの活動に生かし町民のみなさまがさらに住みやす

いと感じるまちづくりに尽力していきたいと思います。 


